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機能モデル開発のステップ 

の 電子カルテシステム 機能調査   
③機能モデルの 記述 

の 電子カルテシステム 機能調査 
一ぺ 一 パレス電子カルテシステム 稼動病院 

( 国内 5 病院，海覚「病院 ) を選定 

一 2004 年「 月 ～ 3 月に実施した 
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機能のモデル 化   + 前述の調査結果をもとに 機能を抽出 
ムヒ せヒ   

久 
● 機能を ァ クター、 起動本件、 使用場所、 対象データ、 操作 

対象，目的、 方法の                       軸に分けて記述 

7  分業真草由の 視点、 
  アクタ   起動条件   使用場所 

  " システムが "    ユーザ ヵ で 00 し   あ る情報が   システムの 00    00 医療機関   き た と   I で、 00 室で   

  対象者   対象 ヂ一タ   操作対象 白 目 白   方法 
  " スーザに " 、 

  あ る， 情 辛皮 を 

  " 管理者に " 、 
  

  " システムに "   

  あ る情報に 、   OC@ のために   00 の方式で   

あ る 情 辛皮 と 
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1 . Ⅰ・ 2   

    

ユーザが スタッフ間で 強 
， ンステム 制的に知らせ 

にログイ るべき連絡事 
ンしたとき項が 存在する 

とき 

ス
ム
 

シ
テ
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    ま ｜   

その患者につ 
いて確認すべ 
き情報が存在 
するとき 
連絡事項が未 
確認のまま一 
定時間が経過 
しているとき 

AA000250 シス 

テム 
は 

  

スーザ に 

確認すべき 
情報がシス 
テム内に存 
在することを 
確認すべき 
情報がシス 
テム内に存 
在することを 

確実な情報伝達を 
確保するために 

確実な情報伝達を 
確保するために 

 
 

ユーザに 確認すべき 確実な情報伝達を 
情報がシス 確保するために 
テム内に存 
在することを 

ユーザに 確認すべき 確実な情報伝達を 
情報がシス 確保するために 
テム内に存 
在することを 
あ る情報に 情報を把握しやすく 
関係付け ち するために 
れている情 
報が存在す 

表示する 

連絡事項 表示する 
の確認をし 
ない限り、 
次の操作 
ができな 

る
 

す
 

刀
て
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刀
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表
 

ることを 
ユーザ に あ る情報に 情報を把握しやすく リンク形式表示する 

関係付け う するために で 

れている情 
報が存在す 



電子カルテクラインアントの   
表示する機能 l       
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表示する 

表示する 

表示する     
    

指定する機能 
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  2. Ⅰ   ｜ ｜ ， ンステムは l l l l l l 帖報を       指定する l 

I 3. Ⅰ   @  l システムは @  @  @  @  l l 倍 報を         収集する l 

I 4 Ⅱ   @  l システムは @  @  @  @  l l 倍 報を       l 比較する l 

  5, Ⅰ l ｜ ， ンステムは @ l l @ l l 倍 報を 

  

    通知する l 

6. Ⅰ   システムは 脩報を 

6.2 ， ンステムは 情報 を 

6.3 ・ンステムは 情報 を 

輻集 する 

破棄する 

追加する 
      

    出力する機能 7 
      

  

  7. Ⅰ   ｜ ｜ ， ンステムは @  @  @  @  l l 倍 報を   

  

  出力する l 

8. Ⅰ     、 ンステムは l 情報を I 保持する 
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番号 ユ - サーフウ ，ンョン時 何を ど う する 

Ⅰ． 3     ツール を I 表示する 

1.3.1.  l ユーザが冊 報を入力するとき I 人力 フ オーマットを 達抗 するツールを I 表示する 

ユーザが Ⅰ患者の診療記録を 何集するとき フ オーマットのリストを 表示する 

ユーザが フ オーマットを 指定したとき 指定された フ オーマットを 表示する 

デフオルトで 指定された フ オーマットを 表示する 

Ⅰ・ 3.2 定型的な前報を 入力するツール を 表示する 

ユーザが Ⅰ患者の診療記録を 音 擁 するとき テンプレーを 選択するツール を 表示する 

ユーザが ] 患者の診無記録を 便 推 するとき 定型文を選択するツール を 表示する 

スーザがテンプレートを 措定したとき 指定されたテンプレートを 表示する 

ユーザが テンプレートを 利用して佑輔 を桿抹 するとき デフオルトで 指定されたテンプレートを 表示する 

ニーザが 病名を輻 集 するとき 病名リストを 表示する 

ユーザが プロプレムを 何集するとき プロプレムリストを 表示する 

Ⅰ， 3.3 定型的な 図笘集 ツール を 表示する 

スーザが ] 患 者の診療記録を 橿 抹 するとき ，ンェ 一％ を 選択するツールを 表示する 

ユーザが シェーマを利用して 廿 報を何集するとき デフオルトで 指定された図のリストを 表示する 

  1.3.4       脩 報を共有するツール を   表示する 

      掲示板を   表示する 

      メモ櫃を   表示する 

  

  付 % を   表示する 

Ⅰ． 3.5   使用する用語，コードを 統一するツール を 表示する 

病名を検索するツールを 表示する 



機能モデル 

，機能必要性 : Ⅲ 
口 " 

，法的依存度 :int 
- 技術的依存度 : Ⅲ 

誰に ( 誰のために ) ，ユーザインタフェース 依存度 :int 
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Ⅱ 7 へ RlM< と関連 

モデルと関連 
出力する 表示する 
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ムムヒ止ヒ 
" 操作対象者 " に分類 軸 に置いた機能階層構造               

Ⅰ 窯イ目亡ヒ A 

システム ほ れ "" 。 。 

    
Ⅱ % 台目口 

Ⅱ 窯千 ヒト ヒ C 

  ュ 」 ザに 
管理昔に 

] 窯 右目 ハ A 口口口口 3 口 Ⅱ荘官 ED 

医師に 

  
  

  

ユーヴが 患者を指定したとき 記録の有無 圭 カテゴリーごとに 

Ⅱ 窯モ ヒ 目三 Ⅱ無官 巨 「 

詮療 業務の効率化のため 
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